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16～18世紀に広く用いられた鍵盤楽器。打
鍵すると鳥の羽軸などで作られた爪が金属製
の弦をはじいて音を出す。

 千鳥の歩くように、足を左右に踏み違えて歩くこと。特
に、酒に酔ってふらふらと歩くこと。また、その足つき。

青銅などでできた金属製円盤を枠につるし、
ばちで打ち鳴らす打楽器。仏教の法要、民俗
芸能の囃子などに広く用いられる。

水中にすむ動物の呼吸器官。また、人のあごの骨の左右に角
をなす部分のこと。

付け札や荷札、商品に下げる値札といった意
味の英単語。

水泳で、左右の足を上下に交互に動かし、足の甲で水を打つ
動作のこと。クロール・背泳ぎに用いられる。

物の中心部、中核、核心といった意味の英単
語。また、地球の核のこと。

木材のひとつである丸太のこと。〇〇ハウスなど。

秋に行われる大相撲の本場所。東京で行われ
る九月場所を指す。また、俳句では秋の季語
である。

 江戸時代の金貨のこと。楕円形で1枚を1両とする、幕府発
行の標準貨幣である。

手の指先の、内側にある細い線がつくる紋
様。形は弓状・渦状などがあり、人それぞれ
異なり、一生不変なものである。

ことわざ「〇〇を冷やす」。驚き恐れて、ひやりとするこ
と。

そうするための手段、手立て、口実のこと。「知る〇〇もな
い」など。

よこのカギ たてのカギ
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